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えば,C十の基底状態 2pl/2 か ら 2p3/2-の励起エネルギーは0･0079eV であり,
si+の 2pl/2から-2p3/2-の励起エネ′レギーは 0･036eVであるo ガスの温度は
























態では,grainの温度 Tgの決定にはガスとの相互作動 ま無視でき,Tg= 10-20oK
となる｡ Tgの値のひ今がりは主にgrain-の光学的性質の不確かさによる｡grainと衝突





































t｡- 3kPT/ 2pH (A-ll)
で与えられる.また,A-I'< 0の場合,温度上昇の time scaleは
















雲がどのように進化するかを知るためには,これ ら4個の time scaleの大小関係を
色々のP,Tの噂にっいて調べるのが手っ取 り早い｡ M- 1喝 の雲たっいての結果が
図 1に示されているoこの図において,直線 te- tfは力学平衡状態を表わし,点線は
A-r-Oの状態 を表わしているoまた T- 1と書かれた鎖線は雲がgrainの熱海射に対
して不透明になり魔 める状態である0回の矢印はその点で雪雲の進化の方向を示 している｡
ノトIlはTに非常に敏感な函数であるO従って,例えば図 1の tcく teの領域では,曲
線 tc-teのごく近傍を除くと, tc≪ teであり,雲はこの図の上でほとんど垂直下
方に進化 し,曲線 tc- teに急速に近ずき,その後ほぼ曲線 th- teに沿って膨脹し
ていく｡図 1からわかるように,雲の密度が点P(直線 te- tfと曲線A-p-0の交点)












って,点Pの位置はMに非常に敏感である.点Pが p-10~23gcm~3 にくるのはM =3
×103 M(∋ の雲であり,これは(1)式から得られた結果と一致するoこのような大きな雲




























































































式でZ-R としたときの密度が10- 18gcm~3 よりも高 くなければならない.遠心力によ
ってどこで収縮が止められ るかは,初期の回転の角速度による0 10118gcm~3よりも







状になる｡収縮にっいてガスの圧力は増大 し(温度は約 10oKでほとんど変化 しない ),
やがて磁場?圧力よりも大きくなる｡磁束がさらに減少 しても,雲はガスの圧力で支えら
れるので,これ以上は収縮しない｡この状態では雲はZ/RN～10~3 とい う非常にうす
い-円板である｡
回転 している非常にうすい円板状のガスは不安定であることがここ数年の研究でわかっ
てきた｡円板の厚さの数倍の波長をもった密度のゆらぎは時間とともに成長 し,ガス雲は
やがて多数の破片に分裂する.磁場は非常に弱くなっているし,密度は 10-15gcm-3程
度なので,この状態では0･1M(∋程度の破片でも,自分自身の重力で収縮 して星になるこ
とができる｡色々の波長のゆらぎの成長率を調べると,どんな範囲の質量の破片ができや
すいかがわかる｡これは実際にある星の質量の範囲 とよく一致する｡
雲の持っている角運動量の大部分は破片の軌道運動に行き,破片のスピンにはほんの一
部分が行 くだけである｡従って,破片はしばらくは遠心力のさまたげなしに収縮すること
ができる｡このように,星の形成に対する角運動量の問題 も,第一段階では比蕨的簡単に
克服できる｡しかし,破片が最終的に星になるためには,小さいとはいえ,スピン角運動
量のかなりの部分を失わねばならないだろう｡これはこれから解かねばならない問題であ
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る｡
こうしてできた星の集団は非常に高い密度を持ってお り,一見実際の星の分布 と矛盾す
るようである｡しかし,この中で0,B型星が生れると,残っていたガスが加熱,電離 さ
れる｡その熱運動の速度はこの系からの脱出速度の程度に達するので,かなりの質量のガ
スが系の力学的緩和時間かそれよりも短い時間に系から放出される｡そうすると,あとに
残った星とガスの系は急速に膨脹するので,実際の星の分布 と矛盾する､ことはない｡
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